
 

 

自筆証書の遺言書を法務局で保管してもらう場合の手続きについて、明確になった点などについて解説します。 

遺言書の保管の申請を始めとする法務局（遺言書保管所）において行う全ての手続について、あらかじめ予約が必要で

す。遺言書保管所には、それぞれ管轄があります。予約する際は、その管轄を確認の上、法務局（遺言書保管所）を決め

て、直接、その法務局（遺言書保管所）に対して予約します。 

遺言書の保管の申請の場合は、遺言者の住所地、本籍地又は所有する不動産の所在地を管轄する遺言書保管所に対して

行うことが可能です。 

予約は、以下のいずれかの方法で行います。 

① 法務局手続案内予約サービスの専用HPにおける予約（24時間365日、いつでも利用可能） 

【専用HP】https://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/ 

② 法務局（遺言書保管所）への電話又は窓口における予約（平日８：30～17：15まで（土日祝日・年末年始を除く。）） 

＜予約についての注意事項＞ 

① 予約は、手続をされるご本人が行ってください。 

 ② 予約を行うことができる期間は、当日から30日先までです。（当日の予約はできません。） 

 ③ 予約日の前々業務日の午前中まで予約することが可能です。例）7/13(月)の予約は，7/9(木)12:00まで予約可能。 

 

なお、自筆証書遺言の保管の申請に当たり、1件につき3,900円の手数料が必要です。    （文責：山本和義）  
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